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どのあたりから治療が必要？
　高血圧には自覚症状がほとんどありません。高血圧は数値によって、「正常高値血圧」「Ⅰ度」「Ⅱ度」
「Ⅲ度」に分類され（表1）、Ⅰ度以上の場合は治療が必要です。
　「正常高値血圧」については、通常は薬物治療の対象ではありませんが、メタボリックシンドロームな
どのリスクがある人は、積極的に高血圧治療に取り組む必要があります。

血圧はどのくらいに
下げたら…
　高血圧を放っておくと、血
管や心臓に障害をもたらしま
す。血圧はどこまで下げたら
よいのでしょうか。それは、年
齢によって異なり、また糖尿
病・CKD（慢性腎臓病）など
の合併症のある人、心筋梗塞
後の人ではもっと低くする必
要があります。詳しくは表２を
ご参照ください。

時間をかけて取り組もう
　血圧を測るたびに数値に一喜一憂し
すぎないようにしましょう。おおらかな
気持ちで取り組み、長い期間で徐々に
下げていこうという姿勢が大切です。
人によって適正な血圧値は異なります。
まずは家庭で血圧を測定して記録をと
り、それをもとに、かかりつけの医師
に相談してください。家庭で測る血圧
値は 5mmHgくらい低い値が出ること
を覚えておくとよいでしょう。


